
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

位 置 図

解決すべき課題がわかる資料
(写真等)

解決すべき課題がわかる資料
(写真等)

年 度 主 な 経 緯

Ｈ５ 全体計画調査

Ｈ６ 工事着工

Ｈ１３ 計画変更

全体計画
現在の
進捗状況
(進捗率)

前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
８，６１２百万円 ５，３３６百万円

（６２．０％）

３，５３９百万円

(４１．１％)

計画延長
４５，８８０ｍ ２５，０２０ｍ

(５４．５％)

１６，３７２ｍ

(３５．７％)

事 業 場 所
なかのじょうまち おおあざ しもさわたり なかのじょうまち おおあざ いりやま

中之条町大字下沢渡 ～ 中之条町大字入山

区 分 今回 前回再評価時（Ｈ２０）

全 体 事 業 費 ８，６１２百万円 ８，６１２百万円

全体事業費増減の理由 一部路線の見直し

事 業 期 間 Ｈ５～Ｈ３５ Ｈ５～Ｈ３５

事 業 内 容
道路延長 ４５，８８０ｍ

幅員 ５ｍ
道路延長 ４５，８８０ｍ

幅員 ５ｍ

・中之条町、東吾妻町、長野原町の恵まれた森林地域の骨
格的林道の整備を行い本路線の利用区域4,062haの78％
を占める人工林等の森林整備を促進する。
・周辺集落の生活基盤整備及び集落間の相互を連絡し、山
村地域の路網形成を図る 。

第５号議案
農山漁村地域整備交付金事業
かづまやません なかのじょうまち ながのはらまち ひがしあがつままち

吾嬬山線 中之条町、長野原町、東吾妻町

着工年度

評価理由

平成５年度

再評価後５年経過

資料-６

詳細位置は2事業概要と
進捗状況（裏面）のとおり

至終点方向
至起点方向

至安原工区
至姉山工区

吾嬬山線計画位置



２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

起点

終点

町道5290号
（W=5.00m）

・H5～H9 ： 点在する地元集落の利便性を高めるため、起点、終点、中間部それぞれのアク
セス道路から工事に着手（４工区）。

・H10～H14 ： 前期に引き続き、集落間を結ぶ工区を優先的に実施。
また、平成13年度には全体計画を変更し、連絡線形となる既設林道を取り込むこ
とによりコスト縮減を図った。

・H15～H19 ： 既設町道等と連絡し、地域道路網としての機能を発揮させるため、区間①、②を
優先区間として事業を進めた。

・H20～H24 ： 前期に引き続き、区間①、②を優先区間とし、重点的に事業を実施（６工区）。

・H25～H29 ： 今後は、優先区間①、②の工事を最優先として進め、今期中に連絡線形として完
成させ、また進捗率を上げるため、既設町道5290号をアクセス道として、更に工事
着手数を増やし、早期全線開通を目指す。

・H30～H35 ：前年に引き続き工事を進め、最終期間として早期全線開通を目指す。

町道（W=3.60m）

町道（W=3.00m）
町道（W=3.60m）

町道（W=3.00m）

(国)292号

(国)145号

(主)中之条草津線

長野原町役場

(国)353号

未完成区間
(H25～H30)

3,700m

未完成区間
(改築,舗装)
(H25～H28)

1,585m

未完成区間
(H25～H35)

9,782m

未完成区間
(H25～H28)

5,793m

区間①区間② 区間③ 区間④



３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

料等

実施済み施設の効果
が分かる資料

実施済み施設の写真

計画・前回再評価時 今 回 再 評 価 時 備 考 便 益 説 明

算出根拠マ ニ ュ アル
林野公共事業における
事前評価の手引き

林野庁公共事業における
事前評価マニュアル

基 準 年 平成１９年度 平成２４年度

区 分 項 目 現在価値 構 成 比 現 在 価 値 構 成 比

費 用

(千円 )

工 事 費 8,518,859 99.5％ 10,310,417 99.0％

維 持 管 理 費 46,109 0.5％ 106,935 1.0％

費 用 合 計 ( C ) 8,564,968 10,417,352

便 益

(千円 )

木 材 生 産 等
便 益

8,174,134 43.7％ 9,428,716 59.8％ 木材生産等の経費縮減や木
材の利用・生産増進便益

森林整備経費縮
減 便 益

3,771,099 20.1％ 965,998 6.1％ 森林管理の経費縮減便益

森林の公益的
便 益

5,195,555 27.7％ 3,533,672 22.4％ 森林の公益的機能の維持増
進便益

森林の総合利用
山村振興便益

1,589,822 8.5％ 1,846,433 11.7％ 林業従事者の就労機会の確
保や森林利用増進便益

便 益 合 計 ( B ) 18,730,610 15,774,819

費用対効果分析(B/C) ２．１９ １．５１

・吾嬬山線は広大な森林の活用と中之条町・東吾妻町・長野原町を連絡し、山村地域の活性化
や生活道として期待されており、安全確保の面から作業道による代替は不可能である。

・八ﾂ場ダム関連道路等の整備と調整を図りながら進めているとともに間伐等の森林整備面積
は前回の444haに対し683ha(1.5倍）実施されている。

・当該地域の路網整備の必要性に変化はない。水源の涵養、災害防止、温暖化防止機能等森
林の持つ公益的機能を高度に発揮させるため路網整備を促進し効率的に管理や整備を行う必
要がある。
・現在の完成区域では、森林整備及び生活道としても利用されている。



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

長期間要する理由が分かる資料
(写真・図面など)

長期間要する理由が分かる資料
(写真・図面など)

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

全体計画延長が約４６kmと長大であり、５工区により工事を行っているが、公共
事業費の縮減や年間工事量に限界があり、長期計画となっている。

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

事業概要位置図のとおり、優先区間２箇所（①中之条町～東吾妻町、②東吾

妻町～旧六合村）の工事を優先的に進め、既設道路間を連絡し、完成路線とし
て活用することが、山村地域の道路網として有効と考えている。
現在の進捗状況は、やや遅れ気味であるが、優先区間①②は平成２８年度

に連絡予定となっている。

今後は、優先区間①②を最優先で進めるとともに、町道５２９０号が開設され

たことにより、未整備区間③④延長約１４ｋｍの整備が４工区での着手が可能と
なったため、早期に着手し３５年度の全線開通を目指す。
長期間の事業となっているが、関係３町村及び吾嬬山線推進協議会から、全

線開通の強い要望があり、森林整備のための骨格的路線であり、山村地域の
路網としても必要な路線であることから、事業継続は妥当である。


